
1
面

上
初
と
い
う
。

月
野
夫
妻
は
、
全
国
で
も

わ
ず
か
数
組
と
い
う
印
章
彫

刻
の
最
高
位
で
あ
る
国
家
検

定「
一
級
印
章
彫
刻
技
能
士
」

を
保
有
し
て
い
て
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
次
世
代
へ
受
け

継
い
で
い
く
心
構
え
で
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

月
野
さ
ん
は「
夫
婦
金
賞

は
、
日
頃
の
地
道
な
技
術
研

鑽
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
感

謝
し
て
い
る
。
手
仕
事
の
温

か
さ
、芸
術
性
、文
化
価
値
を
、

日
本
お
よ
び
世
界
へ
発
信
し
、

後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
た

い
。
印
章
彫
刻
の
道
を
目
指

す
若
芽
を
育
む
き
っ
か
け
に

も
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
」、

知
恵
子
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
夫

婦
二
人
三
脚
で
、
使
う
方
の

心
に
寄
り
添
え
る
よ
う
な
温

か
み
の
あ
る
印
鑑
づ
く
り
に

邁
進
し
ま
す
」
と
話
す
。

鎌
倉
は
ん
こ
　
鎌
倉
市

御
成
町
５
―
６
☎
０
４
６

７
・
37
・
９
２
９
７

中
国
・
韓
国
と

茶
や
音
楽
で
交
流

　

丹
月
流
大
島
さ
ん

「
二
胡
と
茶
香
の
饗
宴
　

〜
悠
久
の
流
れ
、
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
道
は
鎌
倉
へ
」
と
題

し
て
11
月
16
日
鎌
倉
の
円
覚

寺
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、

約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
に
選

ば
れ
た
鎌
倉
が
１
月
か
ら
12

月
ま
で
の
１
年
間
、
文
化
芸

術
イ
ベ
ン
ト
等
を
聞
い
て
お

り
、
そ
の
一
環
で
公
募
の
助

成
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

茶
道
香
道
丹
月
流
大
島

麗
子
さ
ん
の
主
催
で
、
中
国

の
漢
方
医
ら
に
よ
る
東
洋
医

学
と
茶
の
効
能
の
話
、
宋
代

の
茶
の
表
演
、
中
国
二
胡
の

第
一
人
者
・
曹
雪
晶
さ
ん
の

演
奏
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
メ
ロ

デ
ィ
な
ど
、
香
道
、
男
性
二

人
に
よ
る
掛
け
橋（
合
わ
せ

釜
）
の
点
前
の
ほ
か
、
中
国

や
韓
国
の
掛
け
軸
や
絵
画
、

茶
碗
な
ど
の
陶
器
の
展
示
も

あ
っ
た
。

大
島
さ
ん
は「
お
客
様
も
私

た
ち
と
共
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
と
思
う
。
文
化
は
争

い
の
中
で
は
育
た
な
い
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、他
を
敬

う
、
和
敬
の
心
を
養
い
、
民

間
交
流
と
繋
が
り
、
平
和
な

世
界
が
築
き
上
が
る
こ
と
を

拙
に
願
う
」
と
話
し
て
い
る
。

フ
ラ
の
優
勝
者
を
表
彰

　
　
　
鎌
倉
市
政
功
労

令
和
７
年
度
の
鎌
倉
市

政
功
労
者
に
フ
ラ
教
室「
ハ

ラ
ウ 

フ
ラ 

オ
ー
ラ
リ
」
の

王
映
夏
さ
ん（
18
）
が
選
ば

れ
、
11
月
３
日
鎌
倉
市
議
会

本
会
議
場
で
表
彰
さ
れ
た
。

王
さ
ん
は
、
３
歳
か
ら
鎌

倉
の
フ
ラ
教
室
に
通
い
始
め
、

今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
カ

ウ
ア
イ
モ
キ
ハ
ナ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
年
代
別
・

古
典
部
門
で
優
勝
、
現
代
部

門
で
準
優
勝
を
獲
得
。

　
　

鶴
岡
八
幡
宮
の
親
子
イ
チ
ョ
ウ

文
　
　
小
林
　
千
穂

写
真
　
古
川
三
紀
雄

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　　
⑳

鎌
倉
市
材
木
座
の
浄
土
宗

大
本
山
光
明
寺
の
重
要
文
化 

財
本
堂
（
大
殿
）
の
保
存
修

理
工
事
（
半
解
体
修
理
）
の

見
学
会
が
11
月
21
・
22
の
２

日
間
行
わ
れ
、
約
80
人
が
参

加
し
た
。

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年

11 

月
か
ら
10
年
の
予
定
で

工
事
が
始
ま
っ
た
が
、
白
ア

リ
や
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
工
期

は
２
０
３
２
年
９
月
ま
で
の

13
年
間
に
延
長
さ
れ
た
。

本
堂
（
大
殿
）
は
、
１
６

９
８
（
元
禄
11
）
年
に
建
立

さ
れ
た
。
桁た

け

行ゆ
き

（
間
口
）
９

間け
ん

（
24
・
89
ｍ
）、
梁は
り

間ま

11

間
（
25
・
02
ｍ
）
で
、
鎌
倉

で
現
存
す
る
仏
堂
の
う
ち
で

も
最
大
規
模
を
誇
る
。
内
部

は
上
段
式
の
内
陣
と
裏
堂
、

二
重
構
成
に
な
る
広
大
な
外

陣
な
ど
、特
色
あ
る
構
成
で
、

内
陣
天
井
に
は
龍
の
絵
が
描

か
れ
、
欄
間
に
は
雲
の
中
で

楽
器
を
奏
で
る
天
人
な
ど
の

意
匠
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

創
建
以
来
、
約
３
２
０
年

の
間
、
そ
の
時
々
に
修
理
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
前
回
の

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
の

大
修
理
か
ら
50 

年
を
経
て
、

近
年
、
屋
根
や
柱
な
ど
に
痛

み
が
出
て
き
た
の
で
、
保
存
・

活
用
の
た

め
の
半
解

体
修
理
工

事
を
行
う

こ
と
に

な
っ
た
。

今
回
の

工
事
は
、

建
物
の
各

部
材
を
屋

根
か
ら
順

番
に
取
り

解
い
て
骨

組
み
だ
け

に
し
て
、

破
損
・
腐

朽
し
た
部

分
の
補
修
・
取
替
な
ど
を

行
っ
て
再
び
組
み
上
げ
、
あ

わ
せ
て
大
地
震
に
対
す
る
備

え
も
施
す
。

工
事
に
と
も
な
う
調
査
に

よ
り
、
建
立
当
初
の
姿
と
そ

の
後
の
変
遷
が
概
ね
明
ら

か
に
な
っ
た
。
発
見
さ
れ

た
柿
板
や
享
保
の
絵
図
か

ら
、
建
立
当
初
の
屋
根
は
柿

（
こ
け
ら
）
葺
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
現
在
は
瓦
棒
銅

板
葺
で
葺
き
替
え
の
時
期
は
不

明
だ
が
、
明
治
時
代
初
期
の
古

写
真
で
は
す
で
に
銅
板
葺
に

な
っ
て
い
る
。
正
面
中
央
の

唐か
ら

破は

風ふ

は
解
体
中
に
発
見
さ

れ
た
墨
書
か
ら
、
１
７
７
０

（
明
和
７
）
年
に
付
加
さ
れ
た

こ
と
も
わ
か
っ
た
。

須
弥
壇
・
台
形
厨
子
内
の

壁
紙
の
下
か
ら
、
雲
に
飛
天

の
図
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

見
学
会
で
は
、
は
じ
め
に

「
発
祥
の
地
」

や
「
元
祖
」
と

聞
く
と
、
何
故
か

目
を
引
か
れ
て

し
ま
う
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
は
ず

▼「
鎌
倉
発
祥
」
と
な
る
と

何
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す

か
？
▼「
武
家
政
権
」「
鎌

倉
彫
」「
鎌
倉
五
山
」
な
ど
、

多
く
の
言
葉
が
思
い
浮
か
ぶ

の
が
嬉
し
く
、
誇
ら
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
▼
先
日
、

「
日
本
海
藻
学
発
祥
の
地
」

が
鎌
倉
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
恥
ず
か
し
な
が
ら
初
め
て

耳
に
し
ま
し
た
▼
由
比
ケ
浜

で
採
取
さ
れ
た
海
藻
を
も
と

に
、
明
治
の
研
究
者
た
ち
が

学
問
と
し
て
の
礎
を
築
い
た

そ
う
で
す
▼
海
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
鎌
倉
ら
し
い
発
祥

に
、
ま
た
ひ
と
つ
胸
を
く
す

ぐ
ら
れ
る
思
い
を
し
ま
し
た

▼
夏
の
海
水
浴
に
訪
れ
る

人
々
に
「
日
本
海
藻
学
発
祥

の
地
」
が
鎌
倉
で
あ
る
と
い

う
事
実
を
伝
え
歩
き
た
い
気

分
で
す
。 

（
Ｎ
）

12月

光
明
寺
大
殿　

保
存
修
理
工
事
の
見
学
会

令
和
の
大
改
修 

13
年
が
か
り

 

　「
車
検
を
通
す
か
迷
っ
て
い

る
」「
車
の
維
持
費
が
大
変
」「
免

許
返
納
を
考
え
て
い
る
」

　
そ
ん
な
と
き
に
頼
れ
る
の

が
、
地
域
密
着
の
車
買
取
専
門

店 

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
。

　「
丁
寧
で
確
実
な
対
応
と
納

得
の
高
額
査
定
で
、
た
く
さ
ん

の
お
客
様
に
ご
満
足
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
査
定
額
に
納
得
で

き
な
け
れ
ば
、
お
断
り
い
た
だ

い
て
構
い
ま
せ
ん
。
お
客
様
が

不
快
に
感
じ
る
よ
う
な
無
理
な

営
業
な
ど
は
絶
対
に
い
た
し
ま

　「
愛
車
を
高
く
、
安
心
し
て

手
放
し
た
い
」
―
そ
ん
な
思
い

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度

ご
相
談
を
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

H
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akura.jp

９
時
〜
19
時
・
定
休
日
な
し

愛
車
の
売
却
、
ど
こ
に
お
願
い
す
る
？

地
域
密
着
・
安
心
の
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ

「鎌倉朝日を見たとお電話を」

せ
ん
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も

安
心
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
」

と
坂
野
代
表
。

　
ま
た
、「
古
い
」「
キ
ズ
が
多
い
」

「
走
行
距
離
が
多
い
」
な
ど
で

ご
不
安
の
あ
る
お
車
で
も
、
最

低
２
万
円
以
上（
１
６
０
０
㏄

以
下
は
５
千
円
以
上
）
で
買
取

保
証
。
契
約
後
の
減
額
は
な
く
、

代
金
は
そ
の
場
で
現
金
払
い
。

　
名
義
変
更
後
に
は
、
必
ず
書

面
で
ご
報
告
。
最
後
ま
で
安
心

し
て
任
せ
ら
れ
る
車
買
取
店

で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
電
子
メ
ー
ル

の
普
及
な
ど
で「
年
賀
状
じ

ま
い
」
が
加
速
す
る
中
、
鎌

倉
で
は
年
賀
状
の
購
入
が

２
０
２
４
年
用
約
18
万
枚
、

２
０
２
５
年
用
20
万
枚
と
、

逆
に
増
加
し
て
い
る
。

鎌
倉
郵
便
局
の
池
辺
恭

平
局
長（
38
）
は
、「
鎌
倉
は

文
化
的
な
活
動
を
す
る
人
が

多
い
。
年
賀
状
に
時
間
を
使

う
余
裕
が
あ
る
ま
ち
な
の
で

は
な
い
か
」
と
推
察
す
る
。

４
月
に
着
任
し
た
池
辺

20
日
か
ら
は
が
き
ア
ー
ト
を
展
示

年
賀
は
が
き
の
購
入
枚
数
、
鎌
倉
で
は
増
加

　
滑
川
に
は
多
く
の
橋
が
架
か
っ
て

い
る
が
、宝
戒
寺
橋
も
そ
の
ひ
と
つ
。

こ
の
辺
り
は
紅
葉
が
何
本
か
あ
り
、

黄
葉
の
樹
々
も
多
い
。
下
流
に
は

東
勝
寺
橋
が
あ
り
、
そ
の
ア
ー
チ

を
眺
め
ら
れ
る
。
細
か
く
蛇
行
す

る
滑
川
も
、
こ
の
二
つ
の
橋
の
間

は
比
較
的
ま
っ
す
ぐ
な
の
だ
。

　
逆
光
が
色
づ
い
た
葉
を
通
り
抜

け
て
く
る
。
そ
の
光
は
き
ら
き
ら

と
踊
り
、
乾
い
た
に
お
い
と
な
っ

て
鼻
孔
を
く
す
ぐ
る
。
そ
の
な
か

に
光
を
通
さ
な
い
橋
が
黒
々
と
浮

か
び
上
が
る
。
橋
の
上
を
、
子
供

を
後
ろ
に
乗
せ
た
自
転
車
が
通
り

過
ぎ
て
行
っ
た
。

　
水
彩
　
31
×
41
㎝

94

「
宝
戒
寺
橋
よ
り
」

黒
川　

明

さ
ん
は
本
局
の
局
長
で
は
最

年
少
と
い
う
。
鎌
倉
に
い
る

海
外
の
方
に
も
年
賀
状
文
化

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
外

国
人
受
け
す
る
年
賀
状
を
置

い
た
り
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
の

表
記
を
日
本
語
の
ほ
か
、
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
に
し

た
り
と
ア
イ
デ
ア
を
し
ぼ

る
。
江
の
島
と
富
士
山
の
絵

柄
の
神
奈
川
県
の
ふ
る
さ
と

年
賀
は
が
き
を
販
売
し
て
い

て
、
売
れ
行
き
が
い
い
。

12
月
15
日
の
引
き
受
け

開
始
に
向
け
て
、
20
日
の
土

曜
日
に
は
鎌
倉
郵
便
局
前
で

郵
便
配
達
の
バ
イ
ク
と
記

念
撮
影
、
20
日
〜
１
月
７

日
ま
で
ハ
ガ
キ
に
絵
や
文

字
を
描
い
た
幼
児
か
ら
高

齢
者
の
作
品
を
展
示
す
る
。

池
辺
局
長
は「
年
賀
状
で

相
手
の
安
否
を
知
っ
て
連
絡

を
と
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
再
構
築
と
し
て

年
賀
状
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
い
っ
た
ん
や
め
て
し

ま
っ
た
方
も
ま
た
出
し
ま
せ

ん
か
」
と
勧
め
る
。

夫
婦
で
金
賞
受
賞

　
　
　
鎌
倉
は
ん
こ

　
鎌
倉
市
御
成
町
の
印

章
店「
鎌
倉
は
ん
こ
」
の
店

主 

月
野
允み

つ

裕ひ
ろ

さ
ん（
46
）
と

妻
の
千
恵
子
さ
ん（
42
）
が
、

第
30
回
中
国
印
章
業
連
盟
大

会
に
お
け
る
第
３
回
競
技
会

で
、
夫
婦
で
金
賞
受
賞
し
た

＝
写
真
。

５
部
門
１
２
１
点
の
中

か
ら
允
裕
さ
ん
が「
木
口
実

印
」
で
、千
恵
子
さ
ん
が「
木

口
角
印
古
印
体
」
で
、
そ
れ

ぞ
れ
金
賞
を
受
賞
。
夫
婦
で

の
同
時
金
賞
受
賞
は
大
会
史

光
明
寺
本
堂
の
敷
梁

「
隠
れ
大
銀
杏
」
の
異
名

を
持
つ
鶴
岡
八
幡
宮
の
ご
神

木
が
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
倒

壊
し
て
か
ら
今
年
で
15
年
。

元
の
場
所
か
ら
芽
生
え
た

ひ
こ
ば
え
が
、高
さ
約
10
ｍ
、

幹
周
90
㎝
ほ
ど
に
大
き
く
生

長
し
、
秋
に
な
っ
て
葉
を
黄

金
色
に
輝
か
せ
て
い
る
。

そ
の
そ
ば
に
は
、
元
の
大

銀
杏
の
幹
を
根
元
か
ら
３
ｍ

４
㎝
の
と
こ
ろ
で
切
っ
て

移
植
し
た

株
が
植
え

ら
れ
て
い

て
、
こ
ち

ら
も
枝
を

拡
げ
て
み

ご
と
に
貴

葉
し
、
そ

れ
ら
は

「
親
子
イ

チ
ョ
ウ
」

と
呼
ば
れ

て
慈
し
ま

れ
て
い
る
。

イ
チ
ョ

ウ
は
イ
チ
ョ
ウ
科
イ
チ
ョ
ウ

属
の
落
葉
大
高
木
。
公
孫
樹

と
も
書
き
、
中
生
代
に
栄
え

た
、
生
き
た
化
石
と
も
い
え

る
植
物
で
、
中
国
南
部
の
原

産
と
さ
れ
る
。

鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
カ

フ
ェ
棟
に
、
倒
壊
し
た
樹
幹

の
中
間
部
が
展
示
さ
れ
て
い

て
、
樹
齢
千
年
の
歴
史
の
重

み
を
感
じ
さ
せ
る
。

受
賞
式
会
場
で
は
、
古

典
ソ
ロ
と
、
グ
ル
ー
プ
で

現
代
フ
ラ
を
披
露
し
た
。

「
フ
ラ
を
初
め
て
観
た

と
い
う
方
々
も
い
る
場

で
、
披
露
す
る
機
会
を
い

た
だ
け
て
と
て
も
嬉
し
く

感
謝
し
て
い
る
。
心
に
残

る
時
間
と
な
っ
た
」
と
話

し
て
い
た
。

「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」

　
　
合
唱
朗
読
会

　
　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で

「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
　
合
唱

に
よ
る
和
解
」
の
朗
読
劇
が

11
月
24
日
、
鎌
倉
市
小
町
の

カ
ト
リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
」

で
開
か
れ
、
約
４
０
０
人
が

鑑
賞
し
た
＝
写
真
。
鎌
倉
ユ

ネ
ス
コ
協
会
と
か
ま
く
ら
春

秋
社
の
共
催
。

『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』
は
鎌

倉
ゆ
か
り
の
作
家
・
竹
山
道

雄
の
作
品
で
、
か
ま
く
ら
春

秋
社
代
表
の
伊
藤
玄
二
郎
さ

ん
（
81
）
の
脚
本
・
演
出
で
31

回
目
の
公
演
。
教
会
で
の
公

演
は
初
め
て
で
今
回
、
新
た

に
鎌
倉
女
学
院
・
鎌
倉
学
園

・
逗
子
開
成
の
高
校
生
ほ
か
寺

の
住
職
や
市
民
ら
約
30
人
が

合
唱
に
加
わ
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
う
た
の
お
ね
え

さ
ん
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た

田
中
あ
つ
子
さ
ん
の
澄
ん
だ

声
の
朗
読
と
歌
、
高
野
久
美

子
さ
ん
、
鈴
木
花
安
さ
ん
の

ソ
プ
ラ
ノ
、
市
民
合
唱
団
の

「
埴
生
の
宿
」や「
庭
の
千
草
」

な
ど
の
歌
声
が
教
会
の
聖
堂

に
響
き
渡
り
、
観
客
は
静
か

に
耳
を
傾
け
た
。
ピ
ア
ノ
伴

奏
は
倉
本
洋
子
さ
ん
。

公
演
後
の
挨
拶
で
、
伊

藤
さ
ん
は
、
20
代
の
こ
ろ
、

材
木
座
に
竹
山
さ
ん
の
自
宅

を
訪
ね
た
こ
と
、
教
員
だ
っ

た
本
人
が
戦
地
へ
送
り
出
し

た
教
え
子
の
帰
り
を
待
ち
詫

び
、
横
須
賀
の
港
に
通
っ
た

こ
と
を
作
品
の
水
島
に
重
ね

た
こ
と
な
ど
を
語
り
、「
戦

争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
繰
り
返
し
た
。「
上
演
に

は
場
所
が
大
事
で
、
今
回
教

会
と
い
う
い
い
場
所
を
得
て

あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
も
話

し
て
い
た
。

第
24
回
鎌
倉
全
国
俳
句
大
会

青
少
年
の
部
に
も
応
募
多
数

第
24
回
鎌
倉
全
国
俳
句

大
会
が
11
月
24
日
、
鎌
倉
・

鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
１
２
０
人

が
入
場
し
た
。
鎌
倉
虚
子
立

子
記
念
館
の
主
催
で
、
選
者

は
星
野
椿
さ
ん
、
星
野
高
士

さ
ん
、
今
井
聖
さ
ん
ら
。
事

前
投
句
が
１
２
０
０
、
当
日

投
句
が
４
５
０
あ
っ
た
。

星
野
高
士
さ
ん
は
開
会
で
、

文
化
財
建
造
物
保
存

技
術
協
会
の
富
沢
晃

さ
ん
の
ビ
デ
オ
を
用

い
た
解
説
を
聞
い
た

後
、
20
人
ず
つ
２
班

に
分
か
れ
て
、
本
殿

と
山
門
を
見
学
し
た
。

素
屋
根
で
す
っ
ぽ

り
と
覆
わ
れ
た
本
堂
に

入
っ
た
見
学
者
た
ち

は
、
縦
横
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た
大
木
の
骨
組
み

を
目
に
し
て
、
そ
の
規
模
の

大
き
さ
に
驚
い
た
。
取
り
外

さ
れ
た
白
ア
リ
な
ど
の
虫
に

く
わ
れ
た
小
さ
な
穴
の
あ
い

た
木
材
が
並
べ
ら
れ
て
い
て
、

40
本
あ
る
柱
の
う
ち
、
10
本

を
交
換
す
る
こ
と
、
栂
（
ツ

ガ
）
材
で
関
西
で
は
よ
く
使

わ
れ
る
が
、
調
達
が
大
変
な

こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

工
事
用
に
設
置
さ
れ
た
階
段

を
上
が
り
、
屋
根
に
取
り
付

け
ら
れ
る
大
き
な
青
銅
板
の

展
示
や
宮
大
工
の
作
業
風
景

も
な
が
め
た
。

そ
の
あ
と
、
山
門
楼
上

で
、
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館

学
芸
員
の
浪
川
幹
夫
さ
ん
か

ら
、
禅
宗
建
築
の
特
徴
、
地

震
・
津
波
の
こ
と
や
和
賀
江

島
の
話
な
ど
を
興
味
深
く
聞

い
た
。

見
学
を
終
え
た
市
内
梶
原

か
訪
れ
た
３
人
グ
ル
ー
プ
の

女
性
や
、
茅
ケ
崎
か
ら
自
転

車
で
き
た
男
性
は
、「
現
場

を
見
学
で
き
て
滅
茶
苦
茶
よ

か
っ
た
」「
元
の
材
料
を
な

る
べ
く
活
か
し
て
修
理
す
る

の
は
大
変
だ
と
思
っ
た
」
と

話
し
て
い
た
。

修
理
工
事
に
は
、
文
化
庁

の
保
存
・
活
用
事
業
費
補
助

と
と
も
に
、
神
奈
川
県
及
び

鎌
倉
市
か
ら
の
補
助
を
得
て

い
る
。

や
な
ぎ
さ
ん
と
飯
沢
さ
ん
の
対
談

で
話
す
川
上
さ
ん
＝
川
上
邸
で

　
▼
成
道
会
　
８
日
建
長

寺
、
円
覚
寺
。
お
釈
迦
さ
ま

が
悟
り
を
開
い
た
日
。

　
▼
御
鎮
座
記
念
祭
・
御
神

楽 

16
日
17
時
、
鶴
岡
八
幡
宮

　
▼
歳
の
市
　
18
日
10
時
頃

〜
20
時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。

だ
る
ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、

し
め
飾
り
な
ど
の
露
店
が
並

ぶ
。
16
時
半
〜
拝
観
無
料
。

　
▼
大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

31
日
11
・
13
・
15
時
、
大
祓
。

16
時
、
古
神
礼
焼
納
祭
。
鶴

岡
八
幡
宮
。

　
▼
除
夜
祭
　
31
日
17
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

　
大
船
観
音
寺
、浄
光
明
寺
、

青
蓮
寺
、
瑞
泉
寺
、
東
慶
寺
、

満
福
寺
、
妙
本
寺
、
薬
王
寺
、

建
長
寺
、
光
明
寺
、
浄
智
寺
、

長
谷
寺
（
事
前
申
込
で
抽

選
）、
龍
宝
寺
な
ど
。

鎌
倉
郵
便
局

大
会
の
盛
況
ぶ
り
を
喜
び
、

「
鎌
倉
か
ら
俳
句
の
魅
力
を
発

信
し
て
、
俳
句
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
阿
川
佐
和

子
さ
ん
の
記
念
講
演
が
あ
り
、

阿
川
さ
ん
は
新
幹
線
「
の
ぞ

み
」
の
名
付
け
親
で
あ
る
こ

と
、
厳
し
く
怖
か
っ
た
父
親

（
阿
川
弘
之
）
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
俳
句
と
の
関
わ
り
な
ど

を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
り
、
会

場
は
笑
い
に
包
ま
れ
た
。

◆
鎌
倉
全
国
俳
句
大
賞

【
一
般
の
部
】

　
行
く
秋
や
山
の
容
に
雨

の
降
る 

森
み
ち
子
さ
ん

【
青
少
年
の
部
】

　
日
傘
で
も
守
り
き
れ
な

い
日
差
し
か
な
　

 

畑
中
紗
奈
さ
ん

◆
当
日
句
の
大
会
賞

　
冬
銀
河
我
ら
小
さ
き
砂

時
計 

倉
田
松
風
さ
ん

山門前で説明を受ける見学者たち樹齢千年の大銀杏の幹

鎌
倉
朝
日
１
面

鎌
倉
朝
日
８
面
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土
地
を
買
っ
た
り
、
売
っ
た

り
し
た
こ
と
の
あ
る
方
な
ら
経

験
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

少
し
前
ま
で
は
境
界
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
・
金
属
の
鋲
・
木
の

杭
等
）
の
確
認
を
し
て
売
買
を

し
て
い
ま
し
た
。
測
量
も
現
況

測
量
と
言
っ
て
、
測
量
会
社
が

公
図
を
基
に
依
頼
者
の
意
向
を

元
に
あ
る
程
度
の
所
で
測
り
、

測
量
図
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

家
を
建
築
す
る
時
、
建
築
基

準
法
で
４
ｍ
以
上
の
公
道
に
２

ｍ
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

家
が
建
て
ら
れ
な
い
土
地
も
存

在
し
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
か
ら

慌
て
て
も
後
の
祭
り
で
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
。
自
分
の
土

地
を
守
る
た
め
に
は
、
確
定
測

量
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
土
地
の
境
界
示
す
杭
を
、

隣
接
す
る
所
有
者
に
確
認
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
測

量
会
社
に
依
頼
し
て
測
量
図
を

作
成
し
、
隣
接
す
る
人
た
ち
全

員
の
立
ち
合
い
確
認
を
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
互
い
が
認
め
合
い
筆
界
確
認

書
に
署
名
捺
印
を
す
る
。
そ
し

て
法
務
局
に
届
け
出
を
す
る
。

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
こ

ま
で
し
な
い
と
終
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
て
お
け
ば
土
地
が
財
産

と
し
て
確
立
し
ま
す
。

昔
か
ら
あ
る
家
に
長
く
暮
ら

し
て
い
る
方
に
多
く
あ
り
が
ち

で
す
が
、
家
が
建
た
な
い
土
地

は
財
産
と
し
て
考
え
る
と
、
極

端
に
価
値
が
下
が
り
ま
す
。
残

さ
れ
た
方
が
困
ら
な
い
よ
う
に

今
の
う
ち
に
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３
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筆
界
確
認
の
薦
め
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